
　

海
と
山
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
る
瀬
戸
内
市
に

は
、
原
始
・
古
代
か
ら
こ
の
地
に

住
ん
だ
多
く
の
先
人
た
ち
の
生
活

や
営
み
の
痕
跡
と
し
て
貝
塚
・
古

墳
・
窯
跡
・
城
跡
な
ど
の
遺
跡
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
千
カ
所
あ
る
こ
う
し
た
遺
跡

の
中
で
も
我
が
国
の
歴
史
の
正
し

い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で

き
ず
、
か
つ
、
規
模
・
遺
構
・
出

土
遺
物
な
ど
に
お
い
て
、
学
術
上

価
値
の
あ
る
も
の
が
国
指
定
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
門か
ど
た
か
い
づ
か

田
貝
塚
（
邑
久
町

尾
張
）、
寒さ

ぶ
か
ぜ
こ
よ
う
せ
き
ぐ
ん

風
古
窯
跡
群
（
牛
窓

町
長
浜
）、
朝
鮮
通
信
使
遺
跡
本

蓮
寺
境
内
（
牛
窓
町
牛
窓
）
の
３

カ
所
が
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
発
見
伝
で
は
、
こ
の
史

跡
の
発
見
と
保
存
に
関
わ
っ
た

長な
が
せ
か
お
る

瀬
薫
氏
と
時と
き
ざ
ね
も
く
す
い

實
黙
水
氏
２
人
の

本
市
考
古
学
の
先
達
を
２
回
に
わ

た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

長
瀬
薫
氏
と
は

　

長
瀬
薫
氏
は
、
明
治
26
年

（
１
８
９
３
）
５
月
８
日
、
邑
久

村
（
現
瀬
戸
内
市
邑
久
町
）
山
手

に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

県
立
商
業
学
校
２
年
生
の
時
、

父
親
を
亡
く
し
、
家
業
の
呉
服
商

を
継
ぐ
た
め
学
校
を
中
退
し
、
そ

の
後
、大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
、

洋
服
業
に
転
業
し
ま
し
た
。

　

そ
の
傍か
た
わら

で
、
神
社･

仏
閣
の

古
物
や
貝
塚
・
古
墳
に
興
味
を
抱

き
、
同
好
の
医
師
横
山
精
一
氏
と

と
も
に
市
内
は
も
と
よ
り
上
道
郡

（
現
岡
山
市
）、
和
気
郡
（
現
備
前

市
）
内
で
遺
物
の
収
集
に
努
め
ま

し
た
。

　

横
山
氏
没
後
は
、単
独
で
調
査・

研
究
を
続
け
、
縄
文
時
代
早
期
の

黒
島
貝
塚
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら

後
期
の
大
橋
貝
塚
、
前
方
後
円
墳

時
代
前
期
の
群
集
墳
の
高
砂
山
古

墳
群
、
土
器
製
塩
遺
跡
で
「
師
楽

式
」
の
名な
お
や祖
遺
跡
で
あ
る
師
楽
遺

跡
、
弥
生
時
代
前
期
の
門
田
貝
塚

な
ど
、
今
日
学
史
的
に
も
著
名
な

数
多
く
の
遺
跡
の
発
見
に
関
わ

り
、
遺
物
の
採
集
や
保
護
に
努
め

ま
し
た
。

邑
久
考
古
館
の
開
設

　

昭
和
11
年
１
月
24
日
、
長
瀬
氏

は
、
門
田
貝
塚
の
発
掘
調
査
資
料

を
母
体
に
邑
久
村
尾
張
の
公
設
市

場
の
階
上
に
門
田
貝
塚
の
出
土
品

を
中
心
に
約
２
千
点
を
展
示
し
た

日
本
最
初
の
私
設
の
考
古
館
「
邑

久
考
古
館
」
を
開
設
し
、
邑
久
地

域
の
考
古
学
研
究
と
資
料
収
集
の

拠
点
と
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
５
月
８
日
、
同
考
古

館
開
設
30
周
年
を
機
に
収
集
品
約

２
万
８
千
点
の
す
べ
て
を
邑
久
町

に
寄
贈
し
、
長
瀬
氏
は
、
新
た
に

設
立
さ
れ
た
邑
久
町
立
邑
久
考
古

館
長
に
就
任
。
そ
の
後
も
労
を
惜

し
む
こ
と
な
く
、
元
岡
山
大
学
考

古
学
研
究
室
の
近
藤
義
郎
氏
の
指

導
と
地
元
の
川
崎
務
氏
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
行
い

ま
し
た
。

　

温
厚
で
、
豊
富
な
知
識
と
抜
群

の
記
憶
力
を
持
っ
て
い
た
長
瀬

氏
。
昭
和
45
年
２
月
14
日
、
76
歳

で
死
去
す
る
ま
で
地
域
の
歴
史
研

究
を
続
け
、
岡
山
県
に
お
け
る
考

古
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

昭
和
58
年
、
旧
邑
久
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
遺
産
を
保
存
・
展
示

す
る
た
め
に
、
中
央
公
民
館
の
敷

地
内
に
あ
っ
た
邑
久
中
学
校
の
旧

校
舎
を
改
装
し
て
、
邑
久
郷
土
資

料
館
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

邑
久
考
古
館
の
貴
重
な
資
料

は
、
門
田
貝
塚
資
料
室
、
考
古
資

料
室
に
移
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
史
考
古
編
』
平
成
18
年

☎
☎
☎

BooKs

 

公
民
館
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

 

３
Ｂ
体
操
教
室

　

３
Ｂ
体
操
と
は
、
ボ
ー
ル
、
ベ

ル
、
ベ
ル
タ
ー
の
用
具
を
使
い
な

が
ら
、
若
さ
を
維
持
す
る
た
め
の

ス
ト
レ
ッ
チ
（
伸
展
運
動
）、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
特

に
大
切
な
全
身
持
久
力
を
高
め
る

運
動
、
基
礎
体
力
を
維
持
す
る
た

め
の
筋
力
運
動
な
ど
を
音
楽
に
合

わ
せ
て
集
団
で
行
う
健
康
体
操
の

こ
と
で
す
。

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
３
Ｂ
体
操

教
室
」
で
は
、
乳
幼
児
の
親
子
が

一
緒
に
楽
し
む
「
ひ
よ
こ
」
と

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
参
加
で
き
る

「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
」
の
２
つ
の
ク
ラ

ス
を
設
け
、
年
齢
、
体
力
な
ど
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
解
消
に
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
長
浜
分
館

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

【
ひ
よ
こ
】

▽
日
時　

第
２・
４
木
曜
日

　

午
後
５
〜
６
時

▽
会
費　
１
、５
０
０
円（
１
カ
月
）

【
コ
コ
ナ
ッ
ツ
】

▽
日
時　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

▽
会
費　
２
、５
０
０
円（
１
カ
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

岩
藤
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
８
６
１

　 １
枚
の
写
真
は
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
一
瞬
を
並
べ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
流
れ
る
時
間

が
見
え
て
き
ま
す
。
写
真
家
飯
村
茂
樹
が
、
定
点
写

真
で
生
き
も
の
、
草
木
、
風
景
な
ど
絶
え
ず
変
化
し

て
い
る
自
然
の
姿
を
丹
念
に
記
録
し
ま
し
た
。 

時
間
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
飯
村
茂
樹
…
写
真
・
文

助けてと言えない     いま 30代に何が   
　ＮＨＫクローズアップ現代取材班…編著

派遣切り、ホームレス、孤独死―。社会から孤立する
30 代が急増しています。なぜ、彼らは「助けて」と
声を上げようとしないのでしょうか。就職氷河期世代
の孤独な実態を描いて話題になったＮＨＫテレビ番
組「クローズアップ現代」を書籍化しました。

高
校
生
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

邑
久
高
校
開
放
講
座

邑久考古館内で研究中の長瀬薫氏

開館当初の邑久考古館

　

地
域
住
民
が
高
校
生
に
交
じ
っ

て
高
校
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
学
校
開
放
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

　

開
放
す
る
講
座
は
、
邑
久
高
校

３
年
生
の
選
択
授
業
で
、「
絵
画
」

「
数
学
基
礎
」「
器
楽
」
の
３
つ
。

　

一
般
の
人
も
気
軽
に
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
高
校
生
た
ち
と
机
を
並
べ
て
、

と
も
に
学
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▽
期
間　

４
〜
12
月

▽
時
間　

45
分
授
業
を
週
２
回

※
「
器
楽
」
は
週
１
回
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
人

▽
募
集
人
数　

各
講
座
５
人

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

　

ま
た
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▽
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
な
ど
が
別
途
必
要
で
す
。

▽
申
込
方
法

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
３
月

18
日
（
金
）
ま
で
に
、
中
央
公
民

館
で
仮
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
授
業
日
程
な
ど
の
詳
細
が
決

ま
り
次
第
連
絡
し
ま
す
の
で
、
そ

の
後
正
式
な
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館




